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研究成果の概要： 
出産後の母親の育児不安軽減を目的に、出産後～12 週の間の母親の育児不安や心配の時系列的
変化、母親のニーズに合致した訪問時期および家庭訪問のアウトカムを検討した。 
結果 1．家庭訪問は母親の不安を軽減した。  
結果 2．家庭訪問の適切な実施時期として、初産の母親は新生児早期と乳児期早期、経産の母親は
新生児期後半～乳児早期と考えられた。また、母乳や乳房のトラブルに関しての心配や不安の軽減
には、生後 2～3 週の新生児期早期が適切である。  
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１．研究開始当初の背景 
David Olds（2000）は、若年、低収入、低学
歴、未婚といったハイリスクの母親に対し、
通常のサービスを受けるもの（対象群）と看
護職の自宅訪問を受けるもの（援助群）をラ
ンダムに割り当て、子どもの事故発生、救急
病院受診回数、虐待の発生を比較し、援助群
で良好な結果を得たと報告している。 
わが国の妊産婦に対する家庭訪問指導の
効果については、具体的な指標を用いての評
価はこれまでされてこなかったが、欧米では
自宅訪問、多様素援助、ソーシャルサポート、
メディア、家族保護サービス、家族訓練など
の援助方法についてランダム化比較テスト
が行なわれ、メタ・アナリシスがなされてい
る。その結果、自宅訪問については出生以前
からのもの、2 年以上の長期のもの、看護専
門職によるもの、12 回以上の訪問回数などの
方法で有効な成績が得られている。 
 わが国の母子保健事業としては、新生児訪
問を主体とした看護職の家庭訪問が初産婦
に対して産褥 4週ごろに 1回程度行なわれて
いるが、その outcome 評価、訪問形態の妥当
性についてはこれまできちんと検討されて
こなかった。 
 
 
２．研究の目的 
質の高い母子の健康支援システム整備の
ために、母子保健事業の一つである新生児訪
問指導を見直し、効果的かつ経済効率のよい
育児支援システムを強化・再構築するための、
現状分析と実証研究を推し進める。具体的に
は、わが国における新生児訪問事業の実態を
明らかにし、育児支援の見地から捉えた問題
点を抽出するとともに、受け手である母親側
の満足度、outcome 評価、訪問指導条件を統
制することによって効果を比較し、低マンパ
ワーでも成果を得やすい新システム構築の
可能性を探る。 
 
 
３．研究の方法 
Ⅰ県下の新生児訪問指導の実態調査を行う。 
（1）新生児訪問指導事業実施主体である83
市町村に対する郵送による質問紙調査 
（2） 看護専門職による訪問指導の outcome
評価のための条件設定を行う 
①訪問指導の最適形態（訪問時期、訪問
回数）を検討する 
②家庭訪問の効果の評価時期を決定す
る 
 
 
４．研究成果 
(1) 家庭訪問の効果として、家族の情緒的サ
ポートよりも、より母親の不安の軽減に影響
を与えていた。  
(2) 家庭訪問の適切な実施時期として、初産
の母親は新生児早期と乳児期早期の 2時点で
あり、経産の母親は新生児期の後半～乳児早
期、ただし、母乳や乳房のトラブルに関して
の心配や不安は、生後 2～3 週の新生児期早
期と考えられた。  
(3)  4･5 か月時における家庭訪問のアウト
カム評価からは、初産は乳児期早期、経産は
乳児期後期に実施した家庭訪問の効果が高
かったことが示された。 
(4) 家庭訪問のアウトカムを母乳栄養の確
立にした場合には、新生児期に訪問を受けて
いた母親でその効果が評価されていた。 
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